
全力解説
動機付け面接がわかる 
◎佐久間寛之

特別記事
「いびき」が大きい人には 
これをやらないと危険です 
◎井手敬昭

特集1

特集2

行って見て聞いた
オープンダイアローグ発祥の地ケロプダス病院

なるほど発達障害。
私はこう対応している。

「オープンダイアローグと職員教育」　片岡豊
「応答（24 時間対応）とリフレクティング」　石原孝二
「オープンダイアローグとneeds adapted approach」　竹端寛
「脱施設化と臨床心理士のクーデター」　大熊一夫
「ケロプダス訪問記（総論）」　斎藤環
「ネットワークを作り直す」　森田展彰
「不確実性に耐えること」　大谷保和

「発達障害をもつ大人の方々へのケア。入院・外来・地域で生きる」　田中康雄
「私たちの病院では、こんなふうに対応しています」　三恵病院スタッフ
「発達障害の人への訪問看護で、私が工夫していること、奏功しているアプローチ」　藤田茂治

もし私が医療職に就いていて、自分を傷つける人を目の前にしたら、
傷の状態が凄惨であればあるほど息をのんで固まってしまうかもしれ
ません。そして「なぜわざわざこんなことを？」と思い、この人と自分は
意思疎通が無理なのかも、と引いてしまうかもしれません。しかし今回
の執筆者たちは、「自傷は彼らが自分を助けようとして取った自助行
為」なのだと異口同音におっしゃっています。そのように考えると見え
方が全く違ってきますよね。「だったら、もうちょっと有効で、周りも自
分も傷つかない代替案を考えていこうか？」と話しかけることもできま
す。「この人は回復したいと思っているのだ」という“信”がこちらにあ
れば、道は絶たれないのだと思います。（石川）
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